




























































































































































































要約：母乳中に含まれうる内分泌攪乱物質について、物性、毒性、分析法、残留レベル等

の情報をとりまとめた。また分析法について予備的な検討を加えた。

1.はじめに

　生物はその生命を維持する上で、動的な恒常性(ホメオスタシス)を持っており、このた

め内分泌系を通じたフィードバックシステムを発達させている。外から取り込まれた物質

でこの内分泌系に干渉して、結果として生物に影響を与える物質を Endocrine

Disruptors(EDs:外因性内分泌攪乱物質)と呼んでいる。環境ホルモンと呼ばれたり、また

そのうちの特定のものは環境エストロジェンと呼ばれている。

　EDs により内分泌攪乱の生ずるメカニズムは、現在ホットな研究対象となっている。ホ

ルモン制御がうまく行かない原因として、①ホルモンの合成異常、②ホルモンの貯蔵もし

くは放出の異常、③ホルモンの輸送あるいはクリアランスの異常、④レセプターの識別あ

るいは結合の異常、⑤結合した受容体のその後の信号伝達又は機能発現の異常など様々な

形をとっていることがある。本研究は、このような EDs が母乳中に含有されるか否か、ま

たそれが乳幼児の健康に悪影響を与えないか否かについて、基礎的な科学情報を整理しよ

うとするものである。

　EDs については、現在まだ未解明の部分が少なくない。工業化学品や農薬ばかりだけで

なく、植物エストロジェン動物飼育や医療用に利用される合成ホルモン剤の持つ意味も問

われてこよう。


